
昭
和
五
十
九
年
度
大
会
の
概
況
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
六
十
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
六
日
（
士
）
・
十
月
二
十
七
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
岩
手

大
学
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
、
主
題
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
者
と
演
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
中
国
文
化
と
日
本
文
化
」
大
阪
大
学
教
授
子
安
宣
邦
氏

競
輪
大
夢
群
胤
羅
搬
石
田
一
良
氏

講
演
終
了
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
事
務
局
よ
り
昭
和
五
十
九
年
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
事
務
局
よ
り
昭
和

六
十
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
盛
岡
市
郊
外
鶯
宿
温
泉
鶯
山
荘
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

第
二
日
は
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

１
、
記
紀
神
話
と
万
葉
集
ｌ
「
大
王
之
遠
乃
朝
庭
」
論
Ｉ
昭
和
薬
科
大
学
古
田
武
彦

２
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
受
容
ｌ
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
一
日
条
の
場
合
ｌ
補
訂

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
八
重
樫
直
比
古

３
、
空
海
・
道
元
の
自
然
観
仙
台
工
業
高
等
堂
校
加
藤
健
一

４
、
神
道
に
承
る
元
神
観
念
の
推
移
宇
賀
神
恵
子

５
、
藤
原
猩
窩
の
思
惟
構
造
関
西
大
学
大
学
院
遊
佐
教
寛

６
、
『
山
鹿
随
筆
』
「
吉
利
支
丹
対
策
」
に
つ
い
て
東
北
大
学
大
学
院
前
田
勉

７
、
山
鹿
素
行
の
職
分
主
義
と
朱
子
学
批
判
久
留
米
工
業
大
学
立
花
均

８
、
近
世
前
期
の
朱
子
学
と
「
文
公
家
礼
」
東
北
大
学
田
尻
祐
一
郎

９
、
大
国
隆
正
と
『
気
吹
舎
門
人
帳
』
皇
学
館
大
学
大
学
院
松
浦
光
修

加
、
横
井
小
楠
ｌ
『
癸
丑
黒
船
』
前
夜
ま
で
の
自
由
主
義
的
思
惟
の
萌
芽
の
形
成
過
程
楢
原
孝
俊

Ⅱ
、
森
有
礼
に
お
け
る
「
文
明
」
と
宗
教
筑
波
大
学
大
学
院
中
野
目
徹

旭
、
内
村
鑑
三
と
そ
の
弟
子
た
ち
青
山
学
院
大
学
小
原
信

旧
、
平
泉
澄
博
士
の
天
皇
九
州
大
学
山
口
宗
之

陞
、
井
原
西
鶴
の
倫
理
思
想
東
京
大
学
大
学
院
石
井
真
理

焔
、
安
藤
昌
益
の
「
自
然
ノ
真
道
」
の
形
成
東
北
大
学
大
学
院
若
尾
政
希

陥
、
良
寛
の
思
想
に
お
け
る
表
と
裏
神
奈
川
県
港
南
台
高
等
学
校
半
田
栄
一

灯
、
近
世
の
床
と
床
の
間
同
志
社
大
学
小
川
光
暘

｜
’

八
八


